《様式第6－1号》※ 通告受理後の安全確認と初期調査を行った際に、緊急度と対応についてアセスメントするためのシートです。初期調査判定会議に資料として提出します。

（マニュアル38ｐ）

	緊急度アセスメントシート（緊急度のめやす）　　　　　　　


子ども氏名（　　　　　　　）　評価　Ａ：緊急・Ｂ：早急・Ｃ：早期　　評価日（　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　参加者（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
ａ．子どもや保護者自らが虐待を理由に保護を求めている。

　　□子ども自身が保護・救済を求めている

　　□保護者が子どもの保護を求めている

ｂ．子どもや保護者自らが虐待を訴える状況が切迫している。
ｃ．すでに虐待により重大な結果が生じている。
　　□性的虐待（性交、性的行為の強要の事実がある）
　　□外傷（致死的な外傷、内臓破裂、頭蓋骨骨折、火傷など）　

　　□保護の怠惰・拒否（衰弱、脱水症状、医療放棄など）

ｄ．乳幼児のネグレクトで、通告後、48時間以内に保護者との面接ができない。
または、保護者が児童の安全確認や初期調査（面接）に協力しない。


ｅ．次に何か起これば、重大な結果が生じる可能性が高い。
　　□乳幼児である
　　□生命に危険な行為がある（頭部打撲、首締め、戸外放置、溺れなど）
　　□性的行為にいたらない性的な虐待
ｆ．虐待が繰り返される可能性が高い。
　　□新旧混在した傷があったり、頻繁に入院したりする
　　□過去に通報、児童相談所介入、一時保護、施設入所の経歴がある
　　□保護者に虐待の自覚、認識がない
　　□保護者が精神的に不安定で、判断力が衰弱している

ｇ．虐待の影響と思われる症状が子どもに表れている。
　　□保護者への拒否感、恐れ、おびえが強い
　　□無表情、無感動、過度のスキンシップを他の大人に求める
　　□心身の発達の遅れ、または精神的な要因による身体症状がある
ｈ．保護者に虐待につながる危険要因がある。
　　□子どもへの拒否的感情
　　□精神状態の問題がある（うつ的、育児ノイローゼなど）
　　□アルコール、薬物等の問題がある
　　□性格行動が衝動的、未熟
　　□行政機関等からの援助に拒否的
　　□家族や同居人に対する暴力がある
　　□子どもの日常的な世話をする保護者がいない

ｉ．虐待の発生につながる可能性のある家庭環境等。
　　□虐待によらない子どもの生育上の問題がある（発達の遅れ、障害など）
　　□子どもに問題行動が見られる（攻撃的、盗み、徘徊など）
　　□保護者に被虐待歴がある
　　□子どもの養育態度や知識に問題がある（意欲の欠如、知識不足など）
◎評価基準

・ａ．ｂ．ｃ．ｄの項目のいずれかに該当する場合は、緊急度が非常に高く、直ちに介入を要する。
・ａ．ｂ．ｃ．ｄの項目に該当しなくても、ｅ．ｆのいずれかの項目に該当する場合は早急に介入が必要。
・ｇ．ｈのいずれかの項目に該当する場合は早期に介入し、集中的に援助し、保護の要否を判断する。
・ｉの項目のいずれかに該当する場合は、家族への継続的・総合的援助が必要。
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